
『景観まちづくりに関するアンケート』の集計結果をお知らせします 

安中市景観計画の策定にあたり、計画策定に活かしてい

くため、市民の皆さまが景観について日常生活の中で感じ

ていることについてのご意見やアイデアを広く収集する

ため、アンケート調査を実施しました。 

主な設問について集計結果をお知らせします。 
 

■市内の景観への満足度 

（それぞれ 1つ回答） 
 

 

■市内の景観を損ねているもの 

（複数回答 回答者数に対する割合） 
 

 

■好きな景観（上位 5位）        ■景観への取り組みが必要な場所（上位 5位） 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．山並み、森林、河岸段丘などの自然景観

２．田園や梅林が広がる農業景観

３．里山や郊外集落地の景観

４．河川などの水辺景観

５．市役所周辺の市街地景観

６．駅周辺の市街地景観

７．大型店が連なる商業地の景観

８．住宅地の景観

９．主要な道路沿いの景観

10．旧中山道沿いの景観

11．鉄道沿線の景観

12．温泉街や温泉地の景観

13．社寺・史跡などの歴史的な景観

14．ダムや橋などの土木構造物の景観

15．工場や工業団地の景観

16．公共的な建築物や公園等の施設景観

17．市全体の雰囲気

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

13.2%
12.2%

31.1%
12.7%

19.4%
23.1%

18.8%
11.6%

36.3%
42.6%

74.8%
57.4%

14.0%
47.0%
47.6%

36.7%
6.3%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

樹木の伐採により山肌が見える山並み

山頂などに突き出たアンテナや鉄塔

汚れた川や水面

屋外広告物（看板など）や案内標識

色やデザインに統一感のない街並み

電柱や電線類

放置された自転車や自動車

景観への配慮が欠けた道路や橋などの土木構造物

ごみの不法投棄や廃棄物等の野積み

空き地の増加

老朽化した空き家や空き店舗

耕作されずに荒れ果てた農地

残土置場や資材置場

景観への配慮が欠けたソーラーパネル

樹木や雑草が手入れされていない山など

老朽化した公共施設（道路・公園など）

その他

無回答

■調査の概要 

調査対象 市民 2,000名（無作為抽出） 

調査期間 令和元年 7月 22日～8月 5日 

配布・回収方法 郵送配布・郵送回収 

回収数・回収率 727・36.4% 

 

順位 対象 回答数 / 回答率 

1 妙義山 265 / 23.5％ 

2 浅間山 142 / 12.6％ 

3 碓氷第三橋梁（めがね橋） 70 / 6.2％ 

4 九十九川桜並木 41 / 3.6％ 

5 碓氷湖周辺 37 / 3.3％ 

 

順位 対象 回答数 / 回答率 

1 旧中山道沿道 86 / 11.9％ 

2 国道 18号沿道 58 / 8.1％ 

3 磯部温泉街・磯部駅周辺 50 / 6.9％ 

4 空き家・空き店舗 37 / 5.1％ 

5 杉並木 34 / 4.7％ 

 

たくさんのご回答を頂きました。 
調査へのご協力、ありがとうございました。 

自然景観や田園景観に対する満足度が高く、駅周辺や水辺の景観に対

する不満度がやや高い結果となりました。 

空き地・空き家・空き店舗、荒れた農地との回答が特に多い結果となり

ました。 



■景観づくりに大切なこと   ■景観づくりに必要なルール 

  

 

 

 

■景観まちづくりへの関心の有無   ■景観まちづくりへの参加意向 

       

 

 

■景観を良くするために取り組んでいること ■景観まちづくりに向けて必要なこと 

  

 

 

 

 

 

58.0%

29.4%

42.2%

48.0%

23.8%

59.4%

17.5%

51.2%

25.4%

16.2%

20.2%

5.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

妙義山などの自然景観を現在の姿のままで保存する

主要な道路沿いの景観整備（例：看板のルール、無電柱化など）を進

める

横川駅や磯部駅周辺の観光拠点を中心とした景観整備を進める

旧中山道周辺の歴史的、文化的な景観を保存または整備する

敷地内の緑化など街なかにも緑豊かなゆとりのある景観まちづくりを進

める

空き地や空き家などを管理しながら、街並み景観を保全または整備す

る

建物を建てる際、周辺景観と調和するよう配慮した建築を行う

ソーラーパネル設置の際に周辺景観へ配慮する

自宅の手入れや環境美化などの市民による景観づくりの取り組み

事業所周辺の景観配慮など事業者による景観づくりの取り組み

公共施設のデザインの質を向上させる

その他

無回答

24.6%

22.7%

13.3%

34.5%

31.2%

21.5%

29.3%

63.4%

51.3%

4.4%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

大いに関心

がある

18.4%

まあまあ関心がある

54.9%

あまり関心

がない

21.9%

まったく関心

がない

2.3%

無回答

2.5%

積極的に参加したい

4.3%

条件が合えば

参加したい

59.1%

あまり参加

したくない

18.0%

参加しない

15.0%

無回答

3.6%

3.3%

20.9%

18.8%

53.4%

8.4%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域や学校で花や緑を増やす活動に参加し

ている

地域や近所の人と身近な環境美化の活動に

参加している

自宅などの建築物を周囲の景観に調和させ

ている

特に何もしていない

その他

無回答

35.5%
26.1%

15.1%
47.3%

23.7%
21.9%

30.1%
5.5%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

景観まちづくりに関する情報

世代をこえた交流を促進するための取組み

セミナーや講習会などの景観に対する学習の機会

地区の住民が一緒に景観まちづくりに取組むことのできる仕組み

地区の景観まちづくりのための資金援助や専門家派遣などの…

景観まちづくりのリーダーとなるような人材育成

住民、事業者、行政がともに景観について考える協議会の設置

その他

無回答

空き地・空き家への対応や、自然景観の保全が大切との意見が特に多く、そのために空き地・空き家やソーラ

ーパネルへのルールづくりが必要との意見が多い結果となりました。 

景観まちづくりへの関心が高い方が多く、参加したいと考える方も多い結果となりました。 

自然景観の保全など 

道路沿いの景観形成 

観光地の景観形成 

歴史的景観の保全など 

緑豊かなまちなかの景観形成 

空き地・空き家への対応 

周辺に配慮した建築など 

周辺に配慮したソーラーパネルの設置など 

市民による美化活動など 

事業者による美化活動など 

景観に配慮した公共施設の整備 

その他 

無回答 

屋外広告物の大きさなど 

建築物の色など 

建築物の大きさなど 

資材置き場の周辺配慮など 

鉄塔の景観配慮など 

建築物周辺の緑化など 

農地景観の保全など 

空き地・空き家の管理など 

ソーラーパネルの景観配慮など 

その他 

無回答 

地域や学校の花・緑を増やす活動 

地域の環境美化活動 

自宅などの景観配慮 

特になし 

その他 

無回答 

景観まちづくりの情報提供 

世代を超えた交流促進 

セミナー・講習会など 

地域で取り組む仕組み 

補助金・専門家派遣 

人材育成 

協議会の設置 

その他 

無回答 

景観まちづくりの取り組みについては特にないとの回答が多く、進めていくためには、取り組みの仕組みづく

りや情報提供が必要との回答が多い結果となりました。 

問合せ 
建設部都市整備課計画開発係 
電話：027-382-1111(内線 1212） 
FAX：027-381-7018 
E-mail：toshi@city.annaka.lg.jp 

調査結果を踏まえ、検討を進めて参ります。 

今後も景観まちづくりに対して、皆さまから

の率直なご意見をお寄せください。 

【ウェブアンケートの実施について】 
市民アンケート調査と並行して、本市を訪れたことがある方を対象
としたウェブアンケートを実施しました。 
結果は、市民アンケート調査と
同様に、「自然景観」を良いと感
じる方が多く、「空き地・空き家」
を良くないと感じる方が多い結
果となりました。 
詳しくは、都市整備課ホームペ
ージをご参照ください。 

■調査の概要 

調査期間 
令和元年 7月 22日 

～8月 5日 

回収数 59 

 


